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1　は　じ　め　に

果樹試盛岡支場で育成されたリンゴ品種　■さんさ’は品

質が優れるため生産量が増加している。■さんさ’は栽培

も容易だが，条件により果実に生理障害が発生することが

あり，防止法の確立が望まれている。本試験では1990年に

みられた斑点性生理障害果及び果肉褐変障害巣の果実内無

機成分含量を測定し，原因究明のための資料を得ようとした。

2　試　験　方　法

（1）斑点性生理障害

当支場内に栽植されているMM．106台‘さんさ’（スター

キング・デリシャス中間台）を用いた。収穫期に大巣と小

黒別に斑点性生理障害果及び健全巣を採取し∴斑点の数と

最大径を測定した。果実は果皮と果肉に分け70℃で風乾し

乾物率を測定した。無機成分の分析は上記の果実を果皮と

果肉に区分して行った。試料は乾燥後硝酸と過塩素酸で加

熱分解し，Ca．Mgは原子吸光法で，Kは炎光法で測定し

た。値は乾物垂当りの％で表し，カチオン率（（Mg＋K）

／Ca）を計算した。統計処理は5％レベルのダンカン法

で行った。

（2）果肉褐変障害果

石川県内農家のM．9A台　▲さんさ－　を供試した。収穫

期に2樹から果肉褐変障害果及び健全巣を採取し．（1）と同

様の方法で分析した。

3　試験結果と考察

（1）斑点性生理障害果

障害は収穫前の8月にはすでに発生し．新柄伸長のよい

枝に多かった。斑点はていあ部に発生する果実が多かった

が－　こうあ部にも広がっているものもみられた（図1）。
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図1　ビターピット発生黒

dw，0．033％／dwで障害発生巣はCa含最が有意に少なかっ

た。MgとKは健全巣の小栗が他の区よりも少なかった。

カチオン率はビタービット発生累が高かった。

果肉のCa含量は健全巣が0．017％／dw，障害発生巣が

0．012％／dWで障害異が少なかった。小栗もほぼ同じ傾向

表1　ビタービット発生巣の斑点数と乾物率

調査数 果実垂　 斑　　 点　 乾物率（％）

大果 芸芸芸

（個） （g ） 数 最大径（四m）果皮 果肉

10　　 289a　　 0　　　 －　 19．4 14．0

9　　 292a　 21　 10．0　 19．3 13．8

′順 芸芸芸 5　 183C　　 0　　　 －　　 20．5 14．1

4　　 218b　 30　　 8．0 18．7 13．7

表2　ビタービット発生巣の無機成分含量（％／dw）

部　　位 Ca Mg K（Mg＋K）／C

果実一個当りの平均斑点数は大巣が20個，小巣が30個，平

均最大径は大乗10mm・小黒8mmで，小さい果実の斑点　果皮

は小さく数が多かった。乾物率は果皮が19－20％，果肉が

14％前後で各区間の差はなかった（表1）。

大乗における果皮のCa含量は健全果が0．048％／dw，

障善果が0．030％／dwであった。小栗も同様に0・060％／　果肉
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を示した。Mg，Kは健全巣の小栗が少なかった。カチオ

ン率は障害発生巣が大きな値を示した（表2）。

本試験で供試した斑点性生理障害は8月に発生し，直径

が10mm以上に達した。また粗晶種の‘ガデ　はビターピッ

トが発生しにくいことが知られている3）。したがってこの

斑点はコルクスポットの可能性もある。しかし．斑点は柔

らかいことと果実内のCa含鼻が少ないことからビターピッ

トであると判断された日。

これまでにKがビタービットを助長するという報告や41，

ビターピット先生巣でプロトン輸送活性に異常が生じてい

るという報告がある2）。本試験の結果では障害柴のカチオ

ン率が高かったが，これはCaとMgやKとのバランスが崩

れていることを示しており．Kも本陣熟こ関与しているこ

とが推察された。

（2）果肉褐変障害見

本障害は収穫前に果肉が褐変・軟化し商品価値を失うも

ので，果実の赤道部からていあ部にかけて発生するものが

多くミツ症状を伴う例もみられた（図2）。
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国2　果肉褐変障害発生果

果実の乾物率は果皮が22％，果肉が16％前後で障害との

関係は明らかではなかった（表3）。

果皮のCa含量はA樹の健全乗が0．054％／dw，障害巣

が0．035％／dw，B樹は健全巣が0．064％／dw，障害巣が

0・044％／dwでともに障害柴のCa含量が低かった。Mgは

B樹の健全巣が他の区よりも多かったが，Kは処理間で差

異が認められなかった。カチオン率は障善果が高かった。

果肉のCa含量は有意差はなかったものの，障害発生架

が健全巣よりも少ない傾向にあった。MgとKはA樹の障

害巣が他よりも多かった。カチオン率は障害発生巣が健全

巣よりも高かった（表4）。

本障害は　●紅玉，の貯蔵障害であるゴム症状に類似して

いたが，樹上でも発生していることから別の障害であると

考えられた。発生には生育期の高温が関係するという説が

表3　果肉褐変障害発生果の乾物率

樹
調査個数　　　 果実垂　　　 乾物率（％）

（個）　　　 （g）　　　 果皮 果肉

A 樹 芸芸芸 5　　　　　 296a b　　　 21．9 16．2

5　　　　　 311 a　　　 22．0 15．5

B 樹 芸芸芸 5　　　　　 278 b　　　 21．7 15．5

5　　　　　 265 b　　　 22．6 16．0

表4　果肉褐変障害発生巣の無機成分含量（％／dw）

ある。気温の低い盛岡支場では本障害はほとんど発生しな

かったことから，気温の影響は大きいと考えられた。また，

本試験の結果からCaが本障害の発生になんらかの係わり

をもっていることが推察された。

5　ま　　と　　め

盛岡支場で発生したビターピット果と石川県で発生した

果肉褐変障害巣の無機成分含量を測定した。その結果，両

障害とも果実内のカルシウムの含量が健全巣に比べて低く，

カチオン率が高かった。これらの生理障害はともにカルシ

ウム不足が原因で．生育条件の相違により異なる障害になっ

たものと推察された。
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